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重要な統制手続の決定

テスト手続（テスト指示書）の半自動作成

往査計画策定

内部監査実施

監査結果の評価

統制手続の見直し
通常、運用テストまで意識して統制手続を作成していない場
合が多いので、システマチックに見直し作業を行います。

統制手続を整理し、アサーションを抽出・参照しながら、合理
的にキーコントロールを決定できます。

監査経験がなくても学習しながらテスト手続が標準的に作成
できます。

監査経験のない人員でも往査を任せられるので、実施期日
に合わせて計画策定ができます。

Ｗｅｂ上で「テスト指示書」と「監査調書（入力用）」が提供され
るので、監査業務が標準化でき、また、監査補助者により一
斉実施できます。

監査調書を自動集計し、事務局メンバーにてスピード・レ
ビューができます。

運用テストは、文書化の4倍程度の作業量であると言われています。

その理由は、「統制手続の見直し」、「テスト手続作成」、「監査要員の確保・育成」、「運用テスト実施」などに時間を要するからです。

プレジスト2007 内部監査専用エディションでは、それらの課題を現実的に解決する仕組みをご用意しております。

（作成済み）文書データの取り込み
別途、データ移行作業を伴いますが、政策的に弊社負担で
行うこともあります。詳しくはお問い合わせください。


